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三宅晶子先生を送る
石 井 正 人
三宅晶子先生が定年退職されることになりました。実に３８年にわたって
千葉大学に在職され、教育・研究・管理業務・社会活動において多方面に優
れた業績を上げてこられました。三宅先生がご活躍になったこの年月のう
ち、たまたま筆者は３０年ほど同じ組織に属し、お近くで働く栄誉を得られ
ましたので、僭越ながら研究部門を代表して一言お別れと御礼の挨拶を申し
上げます。
三宅晶子先生はその研究活動を、現代思想に大きな影響を与えたが、博識
な上に難解な議論で有名なヴァルター・ベンヤミンの著作を精密に読み解く
研究から始められ、ベンヤミンの考察対象となり、ベンヤミンの思想を生み
出すに至った２０世紀前半のドイツ語圏の文化と社会を、様々な文化的・思
想的・政治的諸潮流が交差・衝突する動態において比較文化的に考察する事
へ研究を進められました。またファシズムに飲み込まれ行く同時代に警鐘を
鳴らし続けたベンヤミンから学び、現代日本の、特に教育が抱える焦眉の問
題について積極的に考察と発言を行いました。これらの研究業績について
は、筆者ごときが解説をする必要はありません。この文章末に掲げます三宅
先生の業績目録をご覧頂きたく思います。
三宅先生の在任期間は、まさに大学制度が大きく変わる時期でありまし
た。その中で三宅先生も筆者も担当する第二外国語教育も、語学・文学研究
という枠組みも、抜本的な改革を迫られました。第二外国語教育や、外国
語・外国文学研究の特性と経験の蓄積を生かし、現代的な高等教育の新しい
使命に応えるために、様々な方向が模索され、それぞれに豊かな成果をあげ
ています。
このような、戦後日本大学史の歴史的流れの中で、三宅先生が人文科学の
研究と教育における現代的課題として先見性をもって見通し、志を同じくす
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る教員たちと協力して推進したのは、多言語教育を基礎にした、比較文化研
究・表象文化研究であり、国際日本研究でありました。
「比較は研究にあらず」というテーマで論文をお書きになる先輩教授も確
かおられたくらいで、まだまだ比較・学際・超域研究に対する不信や反感は
強かった時代だったと記憶しています。三宅先生にとって平坦な道のりでは
ありませんでしたが、比較文化研究は今や千葉大における人文科学の研究と
教育の大きな柱の一つにまで成長しました。せっかく大事に育てられた比較
文化研究と教育も、昨今の厳しい予算と人員削減の中で、思うように成長し
続けられない苦しみがあります。三宅先生がここで千葉大を去られるのはさ
ぞ心残りのことと存じますが、幸いにも若い研究者の方々が比較研究の精神
を受け継いでいくことと思います。
個人的な話で恐縮ですが、三宅晶子先生は学部・大学院を通じて筆者に
とって近い先輩に当たります。三宅先生が優秀で研究者としてのキャリアを
最速で駆け上って行かれるのに対し、筆者などは不出来で回り道をしていた
ために、学年差が大きく開き、三宅先生と机を並べたことがなく、三宅先生
についてはただ優秀な先輩として伝説だけを伺っておりました。よもや千葉
大で同僚となるとは思いませんでした。
３０年以上前のことです。外国語・外国文学研究の分野は比較的女性が多
かったとは言え、まだまだ女性の研究者が大学にポストを得るのは難しい時
代でした。その中で、三宅先生も含めて突出して優秀な女性の院生が３名、
立て続けに大学の専任教員に決まり、今はもう亡くなった主任教授がとても
喜んでいました。
その後も問題は続きます。結婚しても、なお仕事を続けていく。旧姓を使
い続け、業績の連続性を確保する。子どもが出来たら、産休育休を取る。今
となっては当たり前に行使できるこれらの権利や制度も、当時はまだ理解が
低く、制度も不備でした。三宅先生はいわば第１世代として、その一つ一
つの権利を自分自身の問題として切り拓き、闘い取ってこられたのです。あ
の頃事務部の幹部や年配の男性教授がこういう問題に対してどういう発言を
し、どういう対応をしたか、筆者も傍にいて克明に見聞する機会を得まし
た。決して忘れることなく、教え子の女子学生諸君に語り使えております。
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時代が与える課題を全身で受け止め、どこまでも力の限りそれと格闘する
―――三宅先生の研究と教育はそのようなものであると、不肖の後輩は三宅
先生の後ろ姿を見ながら思います。このような研究と教育の在り方に、定年
や引退のありえよう筈もなく、どこかでさらにご活躍が続き、その雄姿を目
にするものと、筆者は信じて筆を置きます。
三宅先生、長い間ありがとうございました。
お元気で。
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三宅晶子先生 略歴
学歴
●１９７８年３月 東京大学文学部ドイツ文学科卒業
●１９７８年４月 東京大学大学院人文科学研究科独語独文学専門課程（修士
課程）入学
●１９８１年３月 東京大学大学院人文科学研究科独語独文学専門課程（修士
課程）修了（文学修士）
●１９８１年４月 東京大学大学院人文科学研究科独語独文学専門課程（博士
課程）進学
●１９８２年３月 東京大学大学院人文科学研究科独語独文学専門課程（博士
課程）退学
職歴
●１９８２年４月 千葉大学教養部専任講師（ドイツ語）
●１９８４年８月 ベルリン自由大学（至１９８６年７月）
ドイツ学術交流会（DAAD）奨学金による派遣
●１９８７年４月 千葉大学教養部助教授
●１９９４年４月 千葉大学文学部助教授に配置換「イメージ文化論」
●１９９４年４月 千葉大学大学院文学研究科（修士課程）
授業担当「比較文化論特講」「ドイツ文化論特講」
●１９９５年４月 千葉大学大学院社会文化科学研究科（博士課程）
授業担当「都市文化様態論」
●１９９９年５月 東京大学教養学部非常勤講師（現在に至る）
●２００４年４月 千葉大学文学部教授（現在に至る）
●２００６年４月 千葉大学大学院人文社会科学研究科
人文科学専攻（修士課程）授業担当「イメージ文化論」
公共研究専攻（博士課程）授業担当「イメージ文化論」
●２０１５年４月 東京学芸大学教育学部非常勤講師（至２０１７年３月）
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学会及び社会における活動
●１９８２年４月 日本独文学会会員（現在に至る）
●１９９０年９月 千葉県企画部委託調査（映像アーバンビレッジ構想）
調査委員会委員（至１９９１年３月）
●１９９１年４月 日本独文学学会誌編集委員（至１９９２年４月）
●１９９４年４月 日本比較文学会会員（現在に至る）
●２００４年７月 ドイツ語学文学振興会賞選考委員（至２００５年４月）
●２００９年５月 日本独文学会理事（支部選出）（至２０１１年５月）
●２０１１年５月 日本独文学会関東支部支部長（至２０１３年５月）
●２０１２年１２月 日本学術振興会科学研究費審査委員（至２０１４年１１月）
●２０１８年５月 日本独文学会監事（至２０１９年５月）
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三宅晶子先生 研究業績
著書
『美とかたち』（共著）編集：中森義宗・上村保子編、東信堂、１９８９。
『感覚変容のディアレクティク 世紀転換期からナチズムへ』（共編著）編
集：三宅晶子・忽那敬三・山内正平。著者：柏木博、伊藤俊治、五十殿
利治、細川周平他。平凡社、１９９２。
『「心のノート」を考える』（単著）岩波書店、２００３。
『応用倫理学講義 ６教育』（共著）編集：越智貢。著者：上野哲、藤永芳
純、高橋哲哉他。岩波書店、２００５。
『資料で読む戦後日本と愛国心 第３巻』（共著）監修：市川昭午。著者：
川本隆史、姜尚中、他。日本図書センター、２００９。
『戦後ドイツの「想起の文化」』（編、共著）編集：三宅晶子。著者：三宅晶
子、内村博信、安川晴基。日本独文学会研究叢書、２０１１。
『文献資料集成 日本道徳教育論争史 第Ⅲ期 戦後道徳教育の停滞と再
生、第１５巻「心のノート」と道徳の「教科化」論争』（監修 貝塚茂樹）
日本図書センター、２０１５。
論文
「ヴァルター・ベンヤミンにおける「経験」形成の願望」『詩・言語』１７号、
１９８１、pp.１―２８。
「「経験の貧困」の時代における「経験」の叙述―後期ヴァルター・ベンヤ
ミンの思想」『詩・言語』１８号、１９８２、pp.１―３５。
「芸術の政治化と政治の芸術化」『秋のドイツ』欧日協会、１９８４ pp.５１―６１。
「「物語る」ことへの躊躇と欲望」『新潮』１９８６、２月号、pp.２１９―２２２。
「文学の機能変化にさらされる批評」『新潮』１９８６、７月号、pp.１７２―１７６。
「アヴァンギャルドの後に来るもの―「ポップアート」と「形式への回帰」」
『新潮』１９８６、１２月号、pp.１７８―１８２。
「ベンヤミンの愛の手紙」『ドイツ文学』７８号、１９８７、pp.２０５―２０９。
「ヴァルター・ベンヤミン『パサージュ論』の構造分析Ｉ 集団としての身
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体が見る夢」『都市』№１、１９８９、pp.１８２―１９０。
「ヴァルター・ベンヤミン『パサージュ論』の構造分析Ⅱ 歴史における覚
醒と想起の弁証法」『都市』№２、１９８９、pp.２３０―２３９。
「世紀転換期における夢の構造―ユーゲントシュティールの歴史哲学的分
析」文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書『ドイツ大
衆社会成立期における文化構造の転換』１９９０、pp.１―２７。
「裸身の変容と写真のまなざし」伊藤俊治・松浦寿輝・三宅晶子他『NUDE
４』朝日出版社１９９１、pp.２０９―２１２。
「バウハウスのディアレクティク」『ユリイカ』１９９２、１１月号、pp.６９―７９。
「「集団としての身体」の生成―中期ベンヤミンの思想」『現代思想』「ベン
ヤミン生誕１００年記念特集号」１９９２、№１３、pp.１４９―１５８。
「ベンヤミンのテクストに鳴り響くベルの音」『思想』№８４、１９９４、pp.１０４―
１１２。
“Die Analyse des Weckers in den Texten von Walter Benjamin”
Comparatism, Chiba University, No.１,１９９４, pp.１１２―１２２.
「アール・デコへと至るモダンの経路」『武蔵野美術』№１１１、１９９９、pp.１６―
２１。
「戦意高揚映画「五人の斥候兵」における「君が代」」『インパクション』№
１１９、２０００、pp.１０８―１０７。
「〈小さな門〉は開くのか？ ベンヤミン「歴史の概念について」分析」『東
北ドイツ文学研究』№４、２００３、pp.４３―７５。
「「愛国心」はどのように教育され、法制化されようとしているのか―『心
のノート』を中心に」『季刊 教育法』№１３８、２００３、pp.１７―２５。
「心と教育『心のノート』のテクスト・イメージ分析」『現代思想』Vol.３２―
４、２００３、pp.１２２―１３８。
「教育における労働と「心」の考察」『現代思想』Vol.３３―４、２００５、pp.２００―
２１０。
「『心のノート』における人権を問う」『心理学ワールド』（日本心理学会）
№３２、２００６、pp.１７―２０。
「教育基本法「改正」と正義」『教育』№５６⑴、（７２０）、２００６、pp.８５―９２。
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「教育基本法改定後の学校と図書館について」『がくと』（学校館問題研究会）
Vol.２３、２００７、pp.４―２５。
「人間の尊厳を回復するということ」長田謙一編『戦争と表象』美学出版２００７、
pp.３７０―３７２。
「格差社会と『心』」『臨床心理学研究』№４５⑶、２００８、pp.２―２２。
「『手を挙げる』ことと『起立する』こと―本音を言わない心について」『現
代思想』Vol.３６―４、２００８、pp.２１４―２２０。
「学校に押し寄せる「道徳」教育の検証と転換への展望」『生活教育』№７３２、
２００９、pp.４２―５２。
「格差と国民主義を考える」『現代思想』３８巻第５号、２０１０、４月号、pp.
２１１―２２５。
「『空気を読む沈黙』をつくるもの」『現代思想』Vol.４０―５、２０１２、４月号、
pp.２０４―２１０。
「独裁と愛国心はいかにつくられたか」『女も男も』２０１４春夏号、pp.５８―７１。
「青島・烟台をめぐるドイツ・日本・中国の文化的記憶 〈Ⅰ〉ドイツの「模
範的コロニアル都市」チンタオ」三宅晶子編『文化における想起・忘却・
記憶』千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書№
２６８、２０１４、pp.１―１２。
「『私たちの道徳』の「私たち」とはだれなのか？」『現代思想』Vol.４２―６、
２０１４、４月号、pp.１３１―１４７。
「帝国の夢、商品の夢―ベンヤミン『１９００年頃のベルリンの幼年時代』『パ
サージュ論』における想起」『千葉大学比較文化研究』第２号、２０１４、
pp.１―２３。
「教科化」に向かう「道徳」 その超越的価値観の系譜―「宗教的情操」か
ら「畏敬の念」へ」日本教育学会『日本教育学会年報 「戦後７０年」と
教育法』４５巻、２０１６、pp.９６―１０６。
翻訳
ヴァルトラウト・レヴィーン「固有のものと未知のものと――遠距離間での
対話と展望」『新潮』１９９０、７月号、pp.２３２―２４５。
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『ベルリン・１９８９』（共訳）大月書店、１９９０。
クルト・クーゼンベルク『壜の中の世界』（共訳）国書刊行会、１９９１。
ヴィム・ヴェンダース『映像（イメージ）の論理』（共訳）河出書房新社、１９９２。
ヴァルター・ベンヤミン『ベンヤミン・コレクション２』（共訳）ちくま学
芸文庫、１９９６。
書評・解説
村上春樹『蛍・納屋を焼く・その他の短編』書評「生の現在としての「ずれ」」
『新潮』１９８４、９月号、p.３０５。
伊藤俊治『２０世紀写真史』「人の眼の死にゆく道、写真の中で」『朝日ジャー
ナル』１９８９ １．１３、pp.６２―６３。
平井正『ゲッベルス』「芸術のメディア性への鋭い嗅覚」『図書新聞』１９９１
９．７。
山口知三『ドイツを追われた人びと 反ナチス亡命者の系譜』『日本経済新
聞』１９９１ ９．１５。
レニ・リーフェンシュタール『回想』「「美的自然」のイデオロギー提示」『日
本経済新聞』１９９２ １．５。
アンナ・ブラムウェル『エコロジー』『日本経済新聞』１９９２ １０．１８。
ハイナー・ミュラー『ハムレット・マシーン』『すばる』１９９２、１１月号、p.
３２８。
レナ・キフレル・ジルベルマン『お願い、わたしに話させて』『すばる』１９９３、
８月号、p.３２９。
多和田葉子『聖女伝説』「声と文字の極限」『新潮』１９９６、１１月号、p.２９４。
ボート・シュトラウス『始まりの喪失』「現代のテスト氏」、『すばる』１９９６、
８月号、p.２９５。
イスラエル・ハルフェン『パウル・ツェラーン 若き日の伝記』「言語の極
限を生きた詩人の原風景」『現代詩手帖』１９９７、１月号、p.１１７。
野村滋『グリムの昔話と文学』（ちくま学芸文庫）１９９７、解説「解放する魔
法とこども」pp.３３１―３５０。
高橋哲哉『「心」と戦争』「「こころ総動員法」前夜 緊迫のメッセージ」東
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京新聞、２００３ ６．２２。朝刊
池田浩士『虚構のナチズム』２００４ 日本経済新聞２００４．８．５、「読書欄」。
田野大輔『魅惑する帝国 政治の美学化とナチズム』「政治の美学化を分析」
日本経済新聞２００７．８．２６、「読書欄」。
クリスチャン・ヨプケ『ヴェール論争 リベラリズムの試練』『比較文学』５８
巻、２０１６、pp.１２２―１２５。
海外通信
「ベルリンからの手紙」『新潮』１９８５、４月号、pp.２８４―２８５。
「ベルリン世界文化祭に参加した日本の作家たち」『新潮』１９８５、９月号、
pp.２７８―２７９。
「西独〈女性文学〉研究の新展開」『新潮』１９８７、５月号、pp.２２６―２２７。
「〈ベルリンの空〉の下」『新潮』１９８９、１０月号、pp.２２６―２２７。
「壁の解放とドイツの作家たち」『新潮』１９９０、５月号、pp.１６８―１６９。
「ドイツ」『新潮』臨時増刊号「２０世紀の世界文学」１９９１ ３月、pp.６７８―６８１。
『北海道新聞』海外文学情報欄（ドイツ）担当 １９８９―１９９２。
「「ベルリンの壁」と文学」１９８９ １１．１７。「文学にも自由の息吹」１９９０ １．
１２。「資本主義的「再統一」に不安も」１９９０ ３．２。「統一への熱気と苦
悩の報告続々」１９９０ ５．２５。
『読売新聞』Foreign Books欄（ドイツ）１９９５ ８月―１９９７ ２月。
事典・年鑑
『文芸年鑑』新潮社、１９８５、「ドイツ文学の現況１９８３、１９８４」pp. １４４―１４６。
１９８６。「ドイツ文学の現況１９８５」pp.１４８―１５１。
『世界文学事典』集英社、１９９６「ヴィム・ヴェンダース」「アレクサンダー・
クルーゲ」等。
『ニーチェ事典』弘文堂、１９９５、「ユーゲントシュティール」。
『ブリタニカ国際年鑑』TBSブリタニカ年鑑株式会社、１９９６、「ドイツ文学」
pp.３９１―３９２。
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シンポジウム
「Ｗ・ベンヤミンにおけるモデルネの経験とわれわれの現在」日本独文学会
秋季研究発表会（於 筑波大学）１９９２年１０月７日。
報告者：浅井健二郎、野村修、三宅晶子、久保哲司。
報告「集団としての身体とイメージ空間」
“Urbanita¨tserfahrung und Medientheorie: Walter Benjamin.”
日独セミナー・コロキウム・パネルディスカッション（於 東京ドイツ
文化センター）１９９３年１２月２日―４日。
報告者：Norbert Bolz、三島憲一、多木浩二、今村仁司、三宅晶子。
司会：Stephan Wackwitz, Bernd Zabel.
報告“Analyse des Weckers in den Texten von Walter Benjamin”
「ベンヤミン・シンポジウム」東北ドイツ文学会第４５回研究発表会（於
東北大学）２００１年１１月１０日。
報告者：三宅晶子、村岡晋一、関本英太郎。
司会：森本浩一。
報告「Das dialektische Bild―〈小さな門〉は開くのか？」
「声の政治」日本比較文学会研究発表会シンポジウム（於 日本女子大学）
２００６年６月１７日。
報告者：佐藤卓巳、三宅晶子他。
報告「国民の声／国家の声」
司会：坪井秀人。
国際シンポジウム「戦争と表象／美術 ２０世紀以後」（於 東京国立博物館
平成館大講堂）２００６年３月４、５日。第４セクション司会と討論（三
宅晶子「人間の尊厳を回復するということ」長田謙一編『国際シンポジ
ウム 戦争と表象／美術 ２０世紀以後』美学出版、２００７年２月）
「戦後ドイツの「想起の文化」」日本独文学会２０１０年秋季研究発表会（於
千葉大学）２０１０年１０月９日。
司会：三宅晶子。
報告者：三宅晶子、岩崎昶、内村博信、安川晴基。
報告「戦後ドイツの公的言説における「想起の文化」責任・アイデンティ
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ティ・和解」
「道徳教科化の教育法的検討日本教育法学会第４５回定期総会（於 法政大
学市谷キャンパス）２０１５年５月３１日
報告者：三宅晶子、世取山陽介、安原洋平。
三宅報告「道徳教育の歴史的分析：道徳教育の新保守主義的動因」
「青島をめぐるドイツ・日本・中国の文化的記憶」日本比較文学会全国大会
（於 北海道大学）２０１９年６月１５日（土）
司会：三宅晶子。
報告者：三宅晶子、橋本雄一、朴銀姫、李文哲。
三宅報告「記憶メディアとしての都市」青島と坂東。
座談会・対談
「２０世紀文学――多国籍性の魅力」（四方田犬彦・刈間文俊・小林康夫・柴
田元幸・高橋和久・沼野充義・野谷文昭・三宅晶子）『新潮』１９９１、５
月号、pp.１８８―２１１。
「新生ドイツの文学状況」（保坂一夫・市川明・三宅晶子）『三田文学』№２９、
１９９２、pp.１１２―１４３。
「これは国民精神改造運動だ 教育基本法『改正』と『心のノート』」（高橋
哲哉・三宅晶子）『世界』２００３ ４月号、pp.３３―４７。
科学研究費の取得状況
（研究代表者）
１９８９年度 奨励研究（Ａ）「ヴァルター・ベンヤミン『パサージュ論』の構
造分析とその思想史的・文化史的研究」
１９９０年度 奨励研究（Ａ）「ヴァルター・ベンヤミン『パサージュ論』の文
化史的展開」
１９９１年度 奨励研究（Ａ）「〈夢の近代史〉構想のための基礎的研究」
１９９７―２０００年度 基盤研究C２「２０世紀ドイツのイメージ研究―ベンヤミン
研究の文化史的展開
２０００年度 特定領域（Ａ）「高等教育改革に資するマルチメディアの高度利
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用に関する研究」⑵A０１「言語／映像資料のコンピュータ利用とメディ
ア教育」
２０１０―２０１３年 度 基 盤 研 究（Ｃ）「戦 後 ド イ ツ に お け るNationと
Erinnerungskultur」
２０１４―２０１９年度 基盤研究（Ｂ）「青島・烟台をめぐるドイツ・中国・日本
の「文化的記憶」」
（研究分担者）
１９８８―８９年度 総合研究（Ａ）「ドイツ大衆社会成立期における文化構造の
転換―技術変化と生活感覚変容の総合的検討」
１９９０―１９９１年度 総合研究（Ａ）「日独近代化過程の比較文化的研究―科学
技術による文化構造の再編と伝統保持の問題」
１９９２―１９９３年度 総合研究（Ａ）「芸術表現におけるイデオロギー：全体主
義と文化」
２００３―２００４年度 基盤研究（Ｂ）「２０世紀における戦争と表象・芸術―展示・
映像・印刷・プロダクツ」
２００６―２００９年度 基盤研究（Ａ）「北東アジアにおける『記憶』と歴史認識
に関する総合研究」
２００８―２０１０年度 基盤研究（Ｂ）「プロパガンダと芸術―『冷戦期／冷戦』
の〈芸術〉変容」
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